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環日本海域植物相に関する植物地理学的考察（１）

大場秀章１.秋山忍２.御影雅幸３

PhytogeographicalObservationsontheFloraoftheRegionsSurroundingtheJ副ｐａｎＳｅａ(1)。

OHBAHideaki1，ＡＫＩＹＡＭＡＳｈｉｎｏｂｕ２ａｎｄＭＩＫＡＧＥＭａｓａｙｕki3 

ThereglonssulroundingtheJapanSeaincludingtheJapanArchipelago，KoreanPeninsula，AmurandUssuriregions，ａｎｄthe 

SikhoteAIinmountainsaredommantedbyvariousfbrestvegetatlonsclassifiedintocool-temperatezoneandtheecotoniczone 

betweencool-temperateandsubarcticzones・Ｔｈｅcomposition,origmandhistoricaldevelopmentofflorasintheCircumJapanSea

regionsllaveremainedfbrimportantfilturestudiesinplanttaxonomyandpllytogeographyaswellasplantresources､Atpresent,the 

molecularapproachesfbrthesesubjectsarevaluabletomakecleartheoriginanddivergencefTomtlleirancestors・HoweveBasthe

beginningstageofthesesmdies,thecollectionsofreliabledatarclatedtofloristiccompositionsanddiversityaremucllneeded 

BecauseHoristicandtaxonomicsmdiesintheregionshavebeenstudiedindependentlybyRussian,ChineseandJapanesebotallists， 

theirspeclesconceptlssomewhatdifferentbynations､Therefbre,acertainspeclesmightbeclassifledintodiffbrenttaxaorasingle 

speciesmightbeseparatedintoseveralspeciesbyotherreseachersilldifferentnations・Taxonomlccomparlsonofcorrespolldingtaxa

amongthecountriesisurgent・

Inrealtiontothephytogeographicalstudiesonthereglons,Ｏｈｂａ(1993)proposedatermnamed`CircumJapanSeapattern,on 

dislributioninsomespeciesofCrassulaceaeltisnotconfirmedinothertaxaofthevascularplants､Examplesofthecandidatesof 

theCircumJapanSeapattemshouldbeneededtodiscussthereliablilityofthispatterninphytogeography，andalsothe 

phytogeographicalclassifIcationontheCircumJapanSeareglons・

Inthisseriesofpapersweshallmakephytogeographicalconsiderationsondistributionanddistributionpattemofspeciesorspecles 

groupsofthevascularplantswhichismainlydistributedinthereglollssurroundingtheJapanSea・Thefirstpaperofthisserieswe

discussthedistributionpatternofthespeciesintllesectionMacrolespedezaofthegenusLeEpe火zα(Fabaceae）

Keywords:CircumJapanSeapattem,distribution,distributionpattern,flora,JapanSea,LaEpec7bzQ 

日本海を取り囲む地域の大半は暖かさの指数で４５℃・

月以上ある。これらの地域は気候的に暖温帯，冷温帯及び

冷温帯と亜寒帯の移行帯に分類され,広範囲にわたって永

久凍土が形成されることはなく，冷温帯では落葉広葉樹林，

移行帯では針広混交林に集約される様々な種組成をもつ

森林植生が発達する。日本海を取り囲む地域の植生･植物

相には大きな地域差がある｡例えば日本列島では普遍的に

存在するササ類が朝鮮半島・沿海州にはなく，北日本の冷

温帯の森林を代表するブナも見られない。日本海を取り囲

む諸地方の植物相構成種についての分類学研究を踏まえ

た植物地理学的考察が,上記地域における植物相の起源と

発展，あるいは植生の変遷，資源探索などに大きな意義を

もつものと考えられる。Ｏｈｂａ（1993）は日本海を取り囲

む地域を中心におく分布型にたいして，CircumJapanSea

pattern，（環日本海型）という名称を提起した。この分布

型をもつ分類群が数多く存在し,植物地理学上の－区系単
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幸いにも２００３年に短期間ではあったがシホテ・アリニ山

脈の植物相に接する機会を得た｡秋山は今回取り上げるハ

ギ属ヤマハギ節についての種属誌的研究を行ったが

（Akiyamal988)，その分布についての関心を温存してき

た｡また御影は日本海周辺地域の薬用資源植物の実態に興

味を抱き,必要な材料採取のための現地調査を通じて植物

地理学との関連に興味を深めていた。そこで今回，共同で

このシリーズ論文を執筆することにした。

位となりえるかどうかも今後の検討課題といえるであろ

う。

ところで，日本海を取り囲む諸地方の植物相の関連につ

いては,一部の構成種について議論がなされているに過ぎ

ず,まだ地域全体を通じての構成種の分析と比較にもとづ

いた議論は行われてはいない｡地域の全域を通じた分析と

比較研究が遅れている大きな理由に,分析に必要なこの地

域からの標本の絶対数が不足していることをあげること

ができる｡網羅的な標本収集が不足している現状では似た

ような形態をもつ分類群間に見出される大きさやかたち

に生じるギャップが質的なものか,それとも一連の変異で

あるにもかかわらず標本が欠如するための情報ギャップ

なのか判別することができない。

さらに問題を複雑にしているのは,ロシア,中国,韓国，

日本など，この地域に関連する国々における種の認識にち

がいがあることである。同一の種が別種に扱われたり，あ

るいはひとつの種が複数の種に分類される場合などが指

摘できる。このような状況は植物相の比較や分析に関して

その土台となる‘種,自体の定義が異なっている可能性を

示すものであり，文献に登場する種などの同一分類群の内

容を単純に同一のものとして比較することが困難である

ことを指摘することができる。この点はロシアと日本を中

心に共通の方法にしたがった調査による結果の比較を進

める段階にある植生研究（沖津2002を参照）に比して，

共通の認識にもとづく研究の必要性とその実践が遅れて

いるといわねばならない。

指摘したように,共通の基盤にたって集積された日本海

を挟む朝鮮半島･沿海州地方と日本列島の全域の植物相構

成種を比較検討･できるデータが欠如している現状では,分

析に先立ち地域全体を網羅する諸地方からの分析のため

の基礎的資料となる標本の収集がまず緊急な研究課題で

ある。これらの収集調査を二国あるいは多国間で共同で行

い,現場で分類群の定義や変異性について議論を進めるこ

とが,国家間での分類群についての認識差を理解あるＩま氷

解するうえで効果的である。

著者のひとり，大場はベンケイソウ科植物の研究を通し

て日本海周辺地域の植物相形成に関心を抱くようになり，

その植物地理学的な考察を進めていきたいと考えていた。

１）ハギ属ヤマハギ節植物の分布

マメ科ハギ属は２つの節に大別される約40種からなる。

そのひとつであるヤマハギ節はヒマラヤから中国を経て

台湾，日本，シベリア東部樺太に分布する３列９種が含

まれる（表ｌ)。Akiyama（1988）は同節に分類される全種

について変異性を詳細に解析し,同定した標本にもとづい

て分布域を提示した。しかしながら各種の分布や分布型に

ついての植物地理学的考察は行われなかった｡そこで本項

ではAkiyama（1988）が提示した分布図にもとづいて，そ

の分布と分布型について植物地理学的考察を試みた。とく

に論考の対-象としたのは日本海周辺地域にも分布するヤ

マハギ(Le鞭Ｃｆ/bza6jco/o7Tnrcz.）とマルバハギ(LeAY)e士zQ

q)ﾉﾉTo6olrノツａＭｉｑ.）であるが，分布パターンの形成について

の考察を行う必要上から全種についての分布と分布型に

ついても簡単な紹介を行った。

表1．ハギ属ヤマハギ節（Lesｽﾌeqbzf7seotionMacrolespedeza）

の分類表

ヤマハギヮリSeriesMacrolespedeza

ヤマハギＬｅ叩e蛇ｚａ６ｊｃｏ/o7Turcz・

マルバハギＬｅｑＺＷｂｚＱのWo6o力γαMiq、

クロバナキハギＬｅ叩ecﾉｾｚｑ"7e/q"α/7/ｈＱＮａｋａｉ

タイワンハギ列SeriesFonnosae

タイワンハギLeSpe士zα/b7w7osα(VOgel)Koehne

ケハギLespedbzapare"sNakai

オクシモハギLaql）edbzadhW7jFranch

ツクシハギLeqpe蛇ｚｑル０J"oJo6qNakai

キハギ列SeriesHeterolespedeza

キハギLaspecノセｚＱ６"e壇e7iMiq．

－２－ 



チヨウセンキハギＬａｑｐａｊｂｚｚ７版ａｊｒＪ"ＺｏｗｊｃｚｊｉＣＫ、

Schneid 

やケハギと較べると小さく，旗弁の基部は次第に細まると

いう特徴をもつ。沿海州では伐採跡に生じた草地や，林縁

などに普通に生え，しばしば大きな群落を形成する。日本

のヤマハギに較べ，半日陰にも産する点が異なるが，形態

的なちがいは見出せなかった（図３)。なお，沿海州のヤ

マハギを含むヤマハギの種内変異についての解析結果は

別論文として報告する予定である。

ヤマハギLeSp…Za6jco〃'IUrcz．（図1A，２，３）

ヤマハギ節の中でもっとも北方にまで分布する種であ

る。日本ではほぼ全土（南西諸島を除く）に産するほか，

日本海を取り囲む朝鮮半島，中国（東北部)，シベリア東

部（沿海州を含む）に分布する。花はピッチュウヤマハギ
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の分布域はヤマハギに較べやや南西方寄りである｡全体の

形状はヤマハギに類似するが，花は花序に密集してつき，

翼弁が龍骨弁より長く，曹裂片の先端が針状に尖る点はヤ

マルバハギLespe“zaGwToDozJ:)）αMiq．（図１B’４）

その分布域はヤマハギに多少とも類似しているが,詳細

に検討鬘するとかなりのちがいを見い出すことができる。日

本においても北海道と東北地方（日本海側）には分布しな

いなどのちがいが認められる。中国およびシベリア東部で

マハギと大きく異なる。
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図４．マルバハギの分布．
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クロバナキハギLeqpc化Zα"2ＧＪα"α"ｊｈａＮａｋａｉ（図１C）

日本では愛知･熊本および対馬の石灰岩などの岩礫地に

のみ分布する。朝鮮半島にも産するが，やはり分布地点は

限定されている。花はヤマハギに似るが，花序あたりの花

数が少なく，雲裂片は短く先は円形で，全形は半円形とな

る。

には台湾から九州,本州西部に広がる｡広い変異性を示し，

3つの亜種,すなわちsubsp/b/w1osa,subsp.eﾉﾉipricα(Benth・

exMaxim.)Ｓ・Akiyama＆HOhba，subspve/"ﾉﾉ"α(Nakai)S

Akiyama＆HOhba，に区分される。日本には亜種ピッチ

ュウヤマハギ（狭義）subspve/Ⅸ""αが分布する。その分

布はおおむね日本海側では石川・富山県境，太平洋側では

愛知県以西の本州及び九州の中西部と薩摩半島の南部で

ある｡薩摩半島に隔離分布するピッチュウヤマハギは茎が

通常，立毛をもつ点が，伏毛をもつ他地域の個体とは異な

り』変種サツマハギ（var.sαな"ｍｅ"s耐OJakai)SAkiyama＆

タイワンハギLcqpc此Zα/blmosα(VOgel)Koehne（図1,,

5） 

本種はヤマハギ節中最も広い範囲に分布する｡分布の西

端はインドのアッサム地方であり，中国西南部を経て北部

から中南部の広い範囲に広がり，朝鮮半島にいたり，さら

HOhba）として区別される。
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ケハギLcqpe此zapare"sNakai（図１E）

ケハギはピッチュウヤマハギに近縁と推定されるが,翼

弁が明らかに短く，弁部が斜上すること，旗弁の爪部が極

端に短くなることなどで異なる｡本種の分布域は本州日本

海側の石川県から山形県にかけての,いわゆる多雪地帯に

限定され,しかもその生育地の多くは急峻な雪崩斜面であ

る。ケハギの枝はしなやでかつ－年生であり，雪崩によっ

て毎年もぎ取られても枝だけの消失ですみ株自体は枯死

することがない｡これは多雪地帯の環境に適応した構造と

いってよく，日本海と太平洋側の気候のちがいの顕在化以

降にピッチュウヤマハギあるいはそれらの祖先種から分

化誕生した種ではないかと推測される。

キハギLeslje化zα”elge〃Miq．（図１Ｈ）

日本と中国に分布する。日本では，本州（東北地方およ

び中部地方の日本海側を除く），四国，九州に産し，中国

では揚子江に沿ってやや内陸部まで分布している。キハギ

は他種に較べ木性が著しく，ときに高さは２ｍを超える。

チョウセンキハギとともに,葉序は２列生であることによ

り他のヤマハギ節の種から区別される。旗弁は黄色（紫斑

がある）で他のヤマハギ節の種（紅紫色）とは異なる。

チョウセンキハギLeSpc“α腕“'"oWjcZiiC.Ｋ・Schneid．

（図Ⅱ）

日本，朝鮮半島および中国に隔離分布するが，その分布

域は狭い。日本での産地は対馬だけである。花はキハギに

似るが，全花弁が紅紫色であり，等裂片の先端が針状に尖

る点で異なる。

オクシモハギLeSpedbZa“ﾘﾉ㎡iFranch．（図１F）

中国大陸の揚子江下流域に分布する｡花は大形で,旗弁，

翼弁，龍骨弁の大きさや形状に顕著な差異はなく，雲片の

合着程度も低いなど,他のヤマハギ節の種とは大きな形態

上の差異があり，かなり古くにピッチュウヤマハギなどの

他種から分化したものと考えられる。

考察

ヤマハギ節全種の分布域を重ね合わせると図６のよう

な分布圏をもつことが明らかになる｡その分布圏のパター

ンはヒマラヤから中国を経てシベリア東部,さらには朝鮮

半島，日本にいたる日華区系区全体を占め，さらに－部北

方に広がったかたちをとる｡ヤマハギ節の分布圏の分布パ

ターンは世界の植物区系区のひとつである日華植物区系

区（Goodl953，北村1957）にほぼ一致することから，日

華区系要素であると認めることができる。

ツクシハギＬｅ叩e“αﾉｾo"”んDaNakai（図１Ｇ）

ヤマハギ節中唯一の日本固有種であり，本ｌＩｌｌ（太平洋側

は岩手県以南，日本海側は石川県以南）から九州にかけて

分布する。花はヤマハギにも似たところがあるが，旗弁の

耳状突起が顕著に発達することにより特徴づけられる｡ヤ

マハギ節の種の中ではキハギとともに林縁などの半日陰

にも生育している。
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沖津進.2002．北方植生の生態学．古今書院，東京．しかし,ヤマハギ節を構成するヤマハギおよびマルバハ

ギは,種としては日本海周辺地域に中心をおく環日本海型

の分布パターンを示す｡このヤマハギとマルバハギの場合，

これらの種が分類されるヤマハギ節全体の分布,すなわち

分布圏のパターンは明らかに日華区系型であることから，

このヤマハギとマルバハギの環日本海型パターンの分布

というものは，日華区系要素植物において派生した，分布

での一種の変形と見倣しえるものといえる。

ヤマハギ,マルバハギ，さらにクロバナキハギの３種は，

他のヤマハギ節の種に較べ花は小さく，さらに植物体も小

さくなる傾向があり，形態学上は他種に較べて派生的な傾

向をもつと解することができる｡未だ分子遺伝学的な解析

は行われてはいないものの,分布パターンと形態学上の特

徴から，これらの種が日華区系区内の温暖地域に起源をも

つ祖先種から形態を特殊化させながら，より北方地域へと

分布を拡大した可能性を示唆している。

環日本海型の分布パターンをもつ種には,このヤマハギ

やマルバハギのように明らかに日華区系と関連つけられ

る種や種群が含まれていることを指摘することができる。

このようなパターンの存在は，日本海周辺地域の植物相の

起源や発達の経緯を探るうえで重要な手がかりを与えて

くれるものといえるだろう。今後，他の分類群での探索か

ら類似の分布パターンをもつ種や種群の存在を明らかに

していくことが重要であろう。
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